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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年1月19日(2012.1.19)

【公表番号】特表2001-527146(P2001-527146A)
【公表日】平成13年12月25日(2001.12.25)
【出願番号】特願2000-526575(P2000-526575)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  77/00    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/04    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成23年11月24日(2011.11.24)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　６２重量％の固有粘度が1.65であるポリアミド１２と、４重量％の可塑剤と、１２重量
％のショアＤ強度が４２で、融点が１４７℃のポリエーテルブロックアミド型の熱可塑性
エラストマーと、２２重量％のカーボンブラックとから成る帯電防止ポリアミド組成物で
あって、
　上記カーボンブラックのＡＳＴＭ　Ｄ３０３７－８９で測定したＢＥＴ比表面積が２０
～１００ｍ2／ｇで且つＡＳＴＭ　Ｄ２４１４－９０で測定したＤＢＰ吸収能が１２５～
２５０ｍｌ／１００ｇであることを特徴とする、ＳＡＥ　ＸＪ２２６０規格に記載の試験
方法で測定した表面抵抗が１０2～１０4オーム（Ω）で、ＩＳＯ６６０３－２：８９規格
で測定した多軸耐衝撃強度（Ｊ）が≧５０で、ＩＳＯ規格１１３３：９１規格で測定した
流れ指数が６～８g／１０分である帯電防止ポリアミド組成物。
【請求項２】
　下記（2）～（10）の中から選択される少なくとも一つの添加物をさらに含む請求項１
に記載のポリアミド組成物：
（2）衝撃吸収材
（3）燐酸、亜燐酸またはヒドロ亜燐酸またはこれらのエステルまたは塩あるいはこれら
の混合物
（4）着色剤
（5）カーボンブラック以外の顔料
（6）染料
（7）酸化防止剤
（8）耐ＵＶ安定化剤
（9）連鎖制限剤
（10）補強材
【請求項３】
　可塑剤がベンゼンスルホンアミド、ヒドロキシ安息香酸エステル、ラクタム、テトラヒ
ドロフルフリルアルコールのエステルまたはエーテル、クエン酸のエステルおよびヒドロ
キシマロン酸のエステルの中から選択される請求項１または２に記載のポリアミド組成物
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【請求項４】
　可塑剤がｎ－ブチル－ベンゼンスルホンアミド（ＢＢＳＡ）である請求項３に記載のポ
リアミド組成物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のポリアミド組成物の製造方法であって、共混練機
型の押出機で、溶融帯域に上記カーボンブラックを導入し、上記ポリアミドのペレットの
一部を供給ホッパーから、他の一部はカーボンブラックと一緒に導入することを特徴とす
る方法。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のポリアミド組成物からなる物品。
【請求項７】
　押出成形で得られる請求項６に記載の物品。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれか一項に記載のポリアミド組成物で作られた静電気が最も蓄積す
る層を有する単層または多層のチューブ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
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